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＜文献資料＞
Ｓ・ムコパッダイ「ベンガルのパーラ・
セーナ両朝期における戦闘技術」
小西正捷(編訳）
パーラ・セーナ両朝の諸王によるベンガル統治は]インドの初期中世史上に
大きな位置を占めている。その最盛期にあってはリパーラ朝帝国の版図は，
ｌ１Ｉ ベンガル全土のみならず｣ヒインドのかなりの地方にも広がった。彼らが勢力
をこのように拡大したのは，近隣の諸王国に対しての，極めてよく統制のと
れた軍事的遠征の所以であったことに疑いがない。
このことは，パーラ・セーナ両朝の刻文や文書史料に数多く言及されてい
ることからも充分に証明できる。ここで，これらさまざまな史料に緒を得，
戦士たちの用いた武具を含めて，その軍の構成の様相や，各種の軍事的部署
に配される武官の役名，またその他の関連した諸問題を再構成してみるのも
興味深いことであろうと思われる。
この問題を明らかにする上で用いられる史料は，考古学的資料と文書史料
の二つに大きくわかれる。とはいえ，戦闘の情景や，戦士の手にした武具を
あらわす同時代の彫刻の例は極めて少ない。しかし,←ラ・セーナ両朝の諸王に関
する刻文史料からは，この点に関する重要な知見をうることができる。また
一方では，ラーマパーラ王付の宮廷詩人であったサンディヤーカラーナンデ
ィンSandhy百karanandinによる『ラーマチャリダムRZimacharitam■● 
（ラーマ〔パーラ〕王行状記）』のような文学作品も，同様に本主題に対す
る貴重な史料となるであろう。
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本稿では出来うるかぎり上述のような各種の史料にあたったつもりである
が，いずれの場合にもその記述ないし情報は断片的であり，現段階での結果
としては，当初に期した程の成果をあげえなかったきらいもある。この問題
に関しては東京大学山崎利男教授に多くの御教示をいただいたが，さらにい
っそうの御教示がいただけるならば幸甚である。〔小西による校訂の経過は
後記参照｡〕
さて，極めて古い時代から，インドの軍隊は伝統的に次の四部門に分けら
れていた。すなわち，歩兵・騎兵・象軍・戦車の四隊であるが，それらを総
称して，「チャトゥランガヴァラ」chaturahgavalaの名で呼ばれていたい）
ことが知られている。この語は，時期力i降るにつれて単なる文学的修辞とし
て用いられるようになり，のちにそのうちの一翼が廃滅したり，さらに一翼
が加わった場合ですら，この語はそのまま，「四」の意を含んだままに用い
られた。また，前述の『ラーマチャリダム』には「チャトゥランガ」chatu‐
● （３） rangaの語ｶｺﾞみえ，それはおそらく，歩兵・騎兵・象軍・海軍を総称した
ものであろうとされているが，実際には，パーラ・セーナ両朝期の軍力は，
後述するように上の四翼に戦車を加えた五隊編成であったように思われるふ
しがある。
以下に，その軍力の諸様相に関しての知見をまとめてみたい。
騎兵隊は，軍力の最も重要な一翼であった。インドでは，良く知られてい
るように良質の馬を手に入れることができなかったため，王はそれを遠隔の
地から入手するのが常であった。バーナバッタBEmabhattaによれば，皇
帝ハルシャヴァルダナの王厩には，ヴァナーユVanZiyu･アーラッタＡｒａｔｔａ●● 
・カームポージャＫ且ｍｂｏｊａ・バラドヴァージャBharadvZIjapその他シン
ドやペルシア等の諸国から請来した馬で満ちていたとい38'ﾀﾞﾙﾏﾊﾟｰﾗ自
身の記録では，多くの北インドの諸王から寄進されたⅢおびただしい数の馬
（５） の群のことカメ述べられてし､る。
さらにﾃﾞｰｳﾞｧﾊﾟｰﾗ王の銅板施与文書の一つにＩ１ｉ１軍馬の供給はカーム
ポージャ国にたよったという記述があって，右の事実をいっそう確実なもの
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にしている。また『ラーマチャリダム』にはリシンド産の馬がラーマパーラ
とカイヴァルッタKaivarttaの長ビーマＢｈｉｍａとの戦いに用いられたと
（７） いう言及がえられる。ベンガノレの統治者たちが，この時期に馬を最大限に利
用したということは，彼らと戦った，当時の諸王の刻文によってもまた立証
される｡すなわちプラティハーラPratiharaの王ナーガバッタＮａｇａｂｈａＬｌａ
Ⅱ世は，多くの象や馬をかかえていたベンガルのヴァンガ国の王をやぶった
（８） 
といわれる。同様に，強大な征服者であったラージェーンドラーチョーラIまⅢ
彼のやぶった皇帝マヒパーラが，多くの見事な馬の持主であったことを認め
１９） 
ている。
次に海軍に関してであるがⅢベンガルの人びとは，かなり昔からその海軍
方策において名が高かったように思われる。それはまた，ベンガルの地
理上の位置を考えても当然のことであろう。詩人カーリダーサは『ラグーヴ
ァンシャ』Raghu-vamsaの中で，ヴァンガ国の人びとのことを漕船技術に
１１０１ 
たけていたとして特徴づけている。後六世紀という早きにも，すでIとわれわ
れは，ダルマーディティヤDharmEiditVaの銅板施与文書に蝋Navatak-
（11） senl”の語を見るカメ，これはおそらく造船港をあらわすものと思われる。
同王による別の施与文書にはまた、naudandaka〃すなわち帆船の帆なる語い２）・・
がみえる。マウカリ朝の宮延詩人はⅡマウカリとガウダ両朝間の抗争にふれ
－ノ １１３’ て，後者を趣samdr-asraya〃すなわち海Iこ擁護される者として述べている。
ある学者はこれを，おそらくはガウダ朝の人びとが，梅に生きる人びととし
114） てすでに有名であったことを示すものではないかとしている。カーマノレーパ
のバースカラヴァルマンBHEiskaravarman王の「ドゥピ銅板刻文書」も，
（１５） ガウダ朝のことを非常に海戦にたけていたとしているように思われる。
パーラ・セーナ両朝の多くの諸王の刻文史料は，彼らの行なった海軍遠征
に関して，興味深い知見を提供している。ダルマパーラ王の「カリムプル銅
板文書」は，同王の船団がバーギラティー川を進んでゆくありさまを書き記
してい&'，クマーラパーラ王の宰相ヴァイディヤデーヴァの｢カマウリ文書」
［１７） は，南部ベンガルにおける海戦について教えてくれる。
また『ラーマチャリダム』は，ラーマパーラが船団をひきいていかに見事
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１１８１ にガンジスノ||を越えたかを述べている。カーリンディーKalindl）11におけ
１１９１． る戦いについての言及は，マダナパーラ王のものとされている。このⅡ|は，
今日のマールダー地方における同名の川に比定されている。かつてこの川は，
ｌ２ｏＩ 同名の首都中力)，もしくはその近くを流れていた。
セーナ朝の諸王もまた，梅戦力の強さで高名をえていた。ヴィジャヤセーナ
王の施与文書の一つには，西部地方に対する遠征におもむく船団についての
（２１１ 
記事力Kある。
次いで象軍について考えてみよう。象軍力は，極めて古い時代から戦争に
用いられていた。象軍は，パーラ・セーナ両朝の諸王の多くの記録にしばし
ば言及されている。『ラーマチャリダム』には，カイヴァルッタの長ビーマ
１２２１ が，象上に戦うありさまが述べられている。パーラ朝諸王が強大な象軍をも
っていたことは，当時の他の諸王がよく認めるところである。ガーハダヴァ
ーラGZihadavZi1a朝の王マダナパーラは，パーラ王ラーマパーラと抗争関● 
係にあったが，その息子ゴーヴィンダチャンドラは，「手にあまる強大なガ（２３） 
ウダの象の隊ﾀﾞﾘ」に言及している。
右のような刻文史料はまた，他の史料によっても確証をうる゜アラブの旅
行家であり商人であったスライマーンは，インドに幾度かの航海で立ちよっ
たが，彼はパーラ朝の王デーヴァパーラと同時期の人として一般に認められ
ている。その旅行記は後851年に書かれたが，彼は当時のパーラ王朝をラハ
ミＲａｈｍｉと記している(ただしアルーマスウーデイＡＩＭａｓ`udiによればラハ
マＲａｈｍａ）。彼の証言によれば,パーラ朝の皇帝は５万の象をそばに撒
き，1万～１万５千人の男が湯のしをしたり洗濯をしたりするために雇われ（２４） 
ていたという。この数字がどれだけ正確であるかは知りえないｶｺﾞ，このたま
さかの言及が，象軍を伴った彼の軍力の強さをものがたるものとすることは
できるだろう。
さて戦車であるが，戦車がベンガルにおいて広く用いられていたものかど
うかには，やや問題がある。刻文史料には，戦車に関する言及はあまり多く
ない。ダルマパーラ王の「ナーランダー銅板文醤」には，軍の五部隊編成に
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ついてふれるに際して戦車のことを述べてはいるが，戦車隊の隊長に関する
（２５１ 
言及は一切ない。また，東ベンガルのヴァノレマン朝の王は，彼自らの戦車と
（２６〕象軍を提供してラーマパーラと和睦をしプヒといわれる。
一方，パハールプルの寺院趾に遣る素焼陶板には，戦車に乗って戦う戦士
１２７１ の図柄があり，戦車が実際に戦争に使用された似Ⅲ面的証跡となっている。
ここで，彼らの用いた武具類について考察してみたい。この時期に用いら
れた武具類に関しては，刻文史料に散見される二，三の言及を除いては，充
分な史料がえられない。この点に関しては，考古学的発掘も全く助けとはな
らず，武具甲冑を出土するパーラ・セーナ両朝の居住趾は未だに発見されてい
ない。同様に，世俗的彫刻に戦闘の情景をあらわしたものや，同様の性格の
事物は稀れである。
しかし刻文には，剣（ａ§i）・槍(§alya）・矢（vi§ikha）・弓（jya）・
投槍（safikE）などといった武器に関する言及に，しばしばわれわれはぶつか
る。おそらくはこれらが当時の一般的な武具類であったと思われる。
パハールプノレやマイナマティ遺跡の陶板にみられる，さまざまな武器をもっ
た武装の戦士たちの姿をみると，当事用いられていた武器に関しての，ある（２８１ 
程度結論的な証跡ｶｺﾞえられる。また『アグニープラーナ』によると，ヴァン
ガ国に製造された刀剣は，その鋭さと，打撃に対する耐久不変性に特色があ（２９Ｉ 
ろとされてし、ろ。
われわれはまた，パーラ朝の軍隊が外人傭兵を徴募していたことについて
の，幾つかの資料を手にすることができる。パーラ朝期の記録には多くの部
族名がその官職名とともにみえるが,それは，これらすべての諸族から徴募
された隊内の諸単位についてふれているものと考えてよかろう。
ダルマパーラの銅板文書には，ガウダＧａｕｄａ・マーラヴァMZilava・力● １３０） シャKha§ａ・クリカKulika・フーナＨｕｐａの諸名ｶﾒ言及されており，それ
に,カルナータカKarnatakaとラータＬ互いの名が，他の後続の諸王の記録（３１１．． 
に加えられている。一方オードラOdraとチョーダ(RIoqaの名が,デーヴ● アパーラとマダナパーラの記録にそれぞれあらわれる。しかしこれらの名は
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ダルマパーラの「カリムプル銅板文書」には全く言及がなく，このことから
同朝の軍事組織は当時充分には発達していなかったものと考えられる。また
「セーヴァカーデイ」sevakadiなる語がこれらの部族名のリストの最後に
みえるが，おそらくこの表現は，その称号を与えられた者たちが王付の任務
にあり，かつ彼らは，さまざまな軍事部門を担当していた「アディヤクシャ」
adhyak目ａｓよりも劣位の，単なる召使いにすぎなかったことを示すものと
思われる。
リストにあるガウダの名は，極めて興味深い。おそらくこれは，パーラ朝が本
来興った自領から徴募された戦士のことをいっているのであろう。
マーラヴァは，ラーヴィー・チェーナーブ両河の支流の北に位置する地方
を占めていた，ギリシア史料の「マッロイ」Malloiに比定されており，彼
らはアレクサンドロスのインド侵入時には大軍を擁していたことが知られて（３３） 
いる。しかしわれわれの問題にしているこの１時期においては，彼らは東部マ
ーラヴァ地方に居住していた。同地方は古名をアーカラAkaraもしくは
ダサールナDasarqaといい,その首都はヴィディサー（現在の中部州マデ
ｌ３４ｌ イヤープラデーシュのビルサ近郊ベスナガノレに比定）であった。
カシャは，北西部の人びとと関連して『ブリハットーサンヒター』に名が（３５） 
みえる。またクリカの名(まり『ブラフマープラーナ』の諸族・諸国のリスト（３６） 
中にあらわれる。彼らについてlま，ガンダーラ，ヤヴァナ，カームポージャ，
カーシュミラおよびランパカの諸族とともに，北部（Uttarapatha）の項
にふれられている。
フーナはおそらく，グプタ朝の崩壊をもたらすのに大きな役割を果たした
あの遊牧諸族の後筒のことであろう。
カルナータカ（現デカン地方）は，実はセーナ朝の本拠たる領地であって，
このことは彼ら自身の公的記録からも立証される。すなわち，こうして何人
かのカルナータカ出身の官人がパーラ朝のもとに伺候していたわけだが，や
がて彼らは勢力を得て，ベンガルに彼ら自身の独立王国を築くにいたった。
これが，パーラ朝を継承したセーナ期である。後1o世紀にベンガルを統治し
たカームポージャの場合も，同様の現象のもとでのことであった。
ラータ国は，アヴァンティー（現マールワー高原）の西，かつヴィダルバ
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（現ベラール）の北西にあったと思われる。すなわちかつてのラータ国は，
マーヒー・タープティ両河間の下流域に位置していたのだが，やがてその領（３７） 
土Iまマーヒーを越えて広がった。『カーマスートラ』のコメンタリーも，同
様に，ラータ国をアパラーマーラヴァ，すなわち西マーラヴァ（アヴァンテ
（３８） 
イー周辺の諸地方）に位置づけてし､ろ。
こうして，パーラ朝の軍隊がかなり遠隔の地方から傭兵を徴募しているこ
とがわかるが，ひいてはそれは，パーラ朝と他国との外交関係を反映するも
のに他ならず．またそれが，新たな歴史の展開をみてゆくきっかけにもなっ
ていることを，われわれはこのような側面からも知りうるのである。
さて，軍事上の諸問題と関連して，戦闘の際に奏すろ音楽や，戦勝を記念
しての柱の建立，陣営地や要塞の様子などといったさまざまな興味深い問題
がある。残念ながら，こうした諸問題に関しても，われわれは豊富な資料を
手に入れうるわけではないが，限られた資料の中から，これらについて知り
うることを以下にまとめてみたい。
戦場において，特に出陣の際などに楽を奏するのは必ずしもインドに限っ
たことではないが，興味をひかれる慣習である。インドにおけるこの伝統は
（３９） 極めて古く，『リグ＝ヴェーダ』にまでたどることができる。こYD伝統はま
た，歴史時代のベンガルにも残っていた。皇帝ヴィジャヤセーナの記録の一
つには，戦争における「つんざくような太鼓の音」（paturataturya）が言Ｉｄｏｌ 
及されている。さらに『ラーマチャリダム』には，ラーマパーラの軍勢が，
「音高の太鼓｣(tZirairityuchchhaib）の音にあわせて行軍してゆくありさ（４１） 
まカメ述べられている。同様に，戦争で太鼓やラッパが使われたことは，他地
（４２） 域ではあるがチャーノレキヤ朝の王キールティヴァルマンⅡ世の施与文書，パッ
１４３） ラヴァ朝の王パラメーシュヴァラヴァノレマン１世の施与文書，プラブータヴ（４４） 
アノレシャの記録他，多くにみることができる。
戦勝の際は，ふつう戦場に戦勝記念の碑や円柱を建てて祝う。ヤショーダ
ルマンの碑文をもつ「マンダソール柱刻文」は，戦勝記念の円柱建立の，実
際の証跡としてあげることができよう。ケーシャヴァセーナの銅板文書は，
戦勝記念の柱の建立(samara-jaya-sthambha-m百１百)に言及していき:５１
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戦勝記念の柱に関する同様の言及は，他の２，３の刻文にもみることができ（４６り
る。
陣営地については，土地施与令の発布と関連して，パーラ・セーナ両朝の
記録にしばしば言及がある。サンスクリット語でいう陣営地に対する一般的
な用語は,§iviraJayaskandhavara,kalaka等である。ふつう陣営地の
名は，かなり頻繁にその記録にとどめられ，次のような所に張られたことが
知られる。すなわちパータリプトラPataliputra（現ピハール州パトナー）
・ムドガギリMudgagiri（同モンギール）・ハンサクラウンチーHarbsa-
kraufYCHT（？）・ラーマーヴァティナガラRamavatinagara・ビラーサプラ
Bilasapura・ヴィクラマプラVikramaPura・ファルググラーマPhalgu‐
ｇｒａｍａ･ダーリヤグラーマDharyyagrama等である。そのうちの幾つか
は，現在の地名と比定済みである。当時の強大な近隣諸国との関連における
（４７Ｉ その地理的ならびに地形的位置関係は，注目に(直する。
都市の要塞化は，第一義的には敵に対する防禦の用に供すべきものであっ
た。それは，歴史時代の初頭のみならず，すでに原史時代以来の極めて古い
慣習であった。以来さまざまな時期に属する，城塞をめぐらした多くの要塞
都市がインドには発見されており，それがあらゆる時期を通じて存在してい
たことを示している。しかし，パーラもしくはセーナ朝の王が，かつて要塞
都市を築いたことがあったかどうかは，われわれは未だ確実には知りえない。
この点に関しては，考古学的発掘は何も明らかにしていないからである。し
かし,あるセーナ朝の王の記録には城塞をあらわす「ドゥールガ」ｄｕＴｇａの語（４８１ 
がみえ，またそれとともに，駐屯地を意味する「コーッタパーラ」kol1apala
（koLapEnaともいう）の言及のあることは，問題の時期にも確かにそれが
存在していたことを示すものと思われる。
パーラ朝の軍事行政に関するいま－つの重要な特徴は，政治分野，ことに
戦争と和平にあたって演じたバラモンの役割である。
これはとくに目新しいことではない。インド史をひもとけば，マウリヤ朝
最後の王ブリハドラタBrhadrathaの岐高司令官であったバラモン出身のプ● 
シヤミトラー彼はのちに王をたおして，シュンガ朝の創始者となる－
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や，ヴァナヴァーシVanaVZisiのカダンパ朝創始者であったマユーラシャ
ルマンのもとに最高司令官をつとめたバラモン等，多くの例をみることがで
きる。したがって，軍職はクシャトリヤーカーストの専業であるとする一般
的な解釈は，それ程確実な根拠をもたないように思われる。
パーラ朝では，クマーラパーラの宰相ヴァイディヤデーヴァVaidyadeva
と，ナーラーヤナパーラの宰相グラヴバシュラGuravami6raの二例が目
１４９） 
につく。前者は主君に対して二度の海戦に勝禾'1をおさめたとされており，後
者はシャーストラ類の研究と，戦争における著しい功績で高名をえたとされ
１５０） 
てし､ろ。
一方，遠征計画，作戦，また一般的な兵法などといったさらに重要な軍事
的諸相に関しては，確実なことは何も得られない。しかし，後述するような
「マハーヴューハパティ」mahavyuhapatiなどといった武官の名称は,す
でにカウティリヤのころや『マハーパーラタ』にもみえており，おそらくこ
れは，さまざまな陣容の形成と使用を示すものと思われる。さらに『ラーマ
チャリダム』には，象軍や騎馬隊でもって戦闘隊形(vyHha)をととのえたこ
ｌ５Ｌ） 
とカゴ明らかに述べられている。
パーラ朝軍隊の維持方法に関しては，幸いにもわれわれは，少なくとも幾
つかの知見をうることができる。『ラーマチャリダム』には，マダナパーラ
の大軍が，俸給としての子安貝と日常の糧でもって維持されていたと述べら
れてい::'現金での俸給の他に,戦争で勲功のあった武官たちに対して,土
地収入の免税や土地施与などといった褒賞があったかどうかは，ベンガルに
関してはよくわからない。しかし，王からその勲功あった延臣たちに，しば
ｌ５３Ｉ しば土地施与がなされたことを示す証跡|ま史料に数多くみることができ，ベ
ンガルにおいてもまた例外ではなかったように思われる。
パーラ・セーナ両朝期のもう一つの特筆すべき特徴は，封建領主feuda
torychiefsの存在である。これらの領主と，パーラ・セーナ両朝の実際の
王とがどのような関係にあったのか，その性格は正確にはわからない。彼ら
のことは当時の記録に，rajan，rEijanyaka，rEijanaka，ranaka，mahEi-
（５４Ｉ 
ｓａｍａｎｔａなどとして言己されている。こうした封建領主はまた，より時期
をさかのぼる，ベンガルの独立王朝のもとにも存在していた。彼らが非常に勢
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力をもち,かつ良くととのった軍備を保有していたことは『ラーマチャリダ
ム』に確認することができ，ラーマパーラ王がピーマと抗争関係にあった際，
いかに彼がこのような領主たちに支援をうけたかが，そこには述べられてい
る○王は’広大な土地や多大な富をふんだんに与えて，よくととのった軍備（５５） 
をそfj:え，勢力あふれる数多くの領主たちを自らの側につけたという。これ
らの独立した，もしくは半独立の領主の詳細なリストは，『ラーマチャリタ
（５６１ 
ム』に掲げられてし､ろ。
パーラ・セーナ両朝諸王の軍隊を構成する武官の名称を，最後に整理して
おこう。これらは，刻文史料にかなり豊富lとうることができる。
まず，パーラ朝期の記録には，次のような武官の名称が与えられている。
(,，SenapatiもしくはMaliZlsen5[patli`Ｌ国家における最高位の武官を
指すもののように思われる。今日の三軍司令官（commander-in-chief）
にあたるものか。〔なお以下では重訳による本意の乖離をさけるため，と
きに英語による職名を併記する｡〕
(２１Baladhyaks獣ｑＬ歩兵を統轄する長官(officer-m-chargeofthe
● 
inIantry）。
（５９１ １３１Navadyaksa おそらくこの語は海軍長官もしくは船団の司令長
● 
官（superintendentofships）のような役職を示し，Naukadhyak§ａと
もよばれるものにあたると思われる。
（６０１ (4)Ｇａｕｌｍｉｋａ－ｇｕｌｍａとよばれる騎兵大隊の長（officer-in-charge
ofamilitarysquadron）を指すものと思われる。同大隊は９頭の
象，９台の戦車，２７頭の馬および45人の歩兵からなっていた。一方フリー
トは，この語を｢森林監督官｣の意にとっておｹﾞﾘｺﾞｰｼｬﾙは,これを
【６２）
「収税官」の意Iと解している。
(5)DIitWqL-大使もしくは使者。〔ただしこの官職は,常に軍とかかわ
る武官のものであったと考えるべきかどうか，疑問である｡〕
(6)Khandaraksr41 コーシャルはこれを武官の－官職とみなしている
（６５）・・●が，Ｒ・Ｃ・マジュムダーノレは，建設・営繕の担当官を意味したものでは
なかったかと考えている'j6１
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K･堰PZlla色k`fはKolaPZlIayL要塞(k･t-fort)の担当官。Mahapratihara-pratiharaの語は本来門番（door-keeper）を
１
１
 
７
８
 
１
Ｉ
 
意味するが，Mahapratiharaの語は警察もしくは軍部の高官を意味した
のではないかと思われる。この称号は，武官・文官ともに，行政官や家臣に
１６９） 
よって用いられてし､る。
Ｉ７０ｌ (9)Mahasandhivigrahika-戦争や和平にたずさわる高位の宰相(the
highministerfOrpeaceandwar)。〔むしろ国王付秘書官もしくは侍
従のような役職ではなかったろうか｡〕
UO1Hasty-a§v-ostra-nau-bala-vyapFtakaおよびKisora-va9ava-go● 
-mahi§y-aj-avik-adhyak§ａ－これら二つの複合語は，記録によって
はときに多少の変化・異同もあるが，パーラ・セーナ両朝期の記録には極
１７１１ <一般的にみられるものである。前者は象・馬・ラクダ゛・船力等に関する
担当官で，したがって軍事上の官職であることが明らかである。後者は牝
牛・水牛・山羊・羊等の監督官のように思われ，おそらくは駐屯地におけ
る日常生活の状況をあらわすものであろう。しかし，その正確な性格は不
詳である。
一方セーナ朝期における武官の官職名リストはⅢ先述のパーラ朝期のもの
とさしてかわらない。おそらくセーナ朝諸王は，パーラ諸王から同じ伝統を
ひきついだものと思われる。
＿＿（７２１ (1)Mahasenapati-パーラ朝期前項１１)に同じ。
(2)MahZIWTihapatV1L陣営（MIha＝batt]e-arrays）担当の武官。
(3)Mahapilupati(T2Ｌこの役職は，ふつう「象軍担当武官」ないしは，
「象の訓練士長」をあらわす。
－１７５１ １４）Mahapratihara-パーラ朝期前項(8)に同じ。
(5)Ｍａ頃gapasthA761 ga9aの語は，２７台の戦車，２７頭の象，８１頭の
馬および'36人の歩兵よりなる-部隊をあらわす｡Ｍ瀬gaPasthaの語は，このgapaの最高位の長をあらわすものと考えられよう。－カＮ．Ｇ･マジ（７８］ ユムダーノレは，これを村もしくは町の行政上の長と考えている。
l61Mahasandhivigrahik:ａＬパーラ朝期前項(9)に同じ。
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(7)Nau-bala-hasty-a6va-go-mahi目a-aj-avik-adi-vyapritakA8ol
-パーラ朝期前項川にほぼ同じ｡〔ただしこれには前項uO)にあげられて
いる二役職名をさらにまぜあわせたふうもみられ，ｎａｕ（boat)＋ｂａｌａ
（force)が,船力すなわちガンガーーブラフマープトラを基盤とした水軍と
かかわるかのようにみえるとしても！その後さらにつづく多種多様の家畜
の名には’武官の担当するものとしては！やや奇妙な点も感じられる｡〕
以上は気づいた限りの史料に基づいたラフなスケッチであるが，ベンガル
中世史の一資料として多少とも稗益するところがあれば，筆者の望外の喜び
とするところである。
註
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後記
本稿は，かつて畏友ショミール・クマール・ムコパッダイ君から寄せられ
た未発表論文をもとにし，小西が校閲の上，かなりの付加・削減等の改変を
した上で訳出したものである。にもかかわらず，同稿にはいまだ細かい点に
おける不備が多々みいだされたため！さらに小西は東京大学の山崎利男氏を
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わずらわし’多くの御教示をえた上で，さらに同氏にカルカッタで原著者に会って
いただいた。その際，できれば新資料を盛って，著者なり私なりが改稿する
ようすすめられたのであるが，すでに原著者の関心はこの問題を離れている
ようにみうけられ，また小西にはややその任が重いことから，今回（１９７８
年）小西が再びカルカッタで原著者に会った上，さらに小西の責任で多少の
改訂を行なって，大筋をさほどかえることなしに発表することとした。
ここ数年の新資料が含まれぬままの点はもとより，いまだ原文にも訳文に
も不備があろうかと思われるが，本稿が，ラフなスケッチであれ，一つの資
料として何らかの役に立つ点があればと望みつつ，紙面をいただく次第であ
る。あえて読者諸賢の御寛恕を願うとともに，本稿の準備過程でとっていた
だいた山崎教授の御労苦と御教示に対し，ここにあらためて厚く御礼申し上
げたい。（小西正捷）
ＳＹＮＯＰＳＩＳ：ＴｈｅＡｒｔｏｆＷａＩＰｄｕｒｉｎｇｔｈｅＰｉｎａａｎｄＳｅｎａＲｕｌｅｉｎＢｅｎｇａｌ 
ｂｙＳａｍｉｒＫｕｍａｒＭｕｋhopadhyay 
ＴｈｅｒｕｌｅｏｆｔｈｅＰ副ａａｎｄＳｅｎｋａｋｉｎｇｓｉｎＢｅｎｇａｌｍａｒｋｓａｎｉmportantand
interestingepochintheearlymedieavalhistoryoflndia・Atthezenithof
theirpoWer，ｔｈｅｅｍｐｉｒｅｕｎｄｅｒｔｈｅＰ面ｌａｓａｎｄＳｅｎａｓｅｘｔｅｎｄｅｄｎｏｔｏｎｌｙｉｎ
Ｂｅngal，butoveraconsiderablepartofNorthEastemlndia，Ｔｈｅｍｉｌｉｔａｒｙ 
ｈｉｓｔｏｒｙｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｔｗｏｄｙｎａｓｔｉｅｓｃａｎｂｅｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｅｐｉｇｒａｐｈｉｃ 
ｒｅｃｏｒｄｓａｎｄｌｉｔerarytext・Sculpturalrepresentationsofwarscenesor
weaponsandimplementsinthewarriors，handsareunfortunatelyveryrare、
Ｔｈｅｆｉｇｈｔｉｎｇｆｏｒｃｅｓｄｕｒｉｎｇｔｈｅａｂｏｖeperiodconsistedofelephant， 
cavalry，infantry，chariotaｎｄｎａｖｙ・Sincegoodhorseswerenotavai】ａｂｌｅｉｎ
ｌｎｄｉａａｔｔｈａｔｔｉｍｅ，ｔｈｅｋｉｎｇｓｕｓｅｄｔｏｇｅｔｔｈｅｉｌＰｓｕｐｐＩｙｏfhorsesfromSindh 
andPersia・ＴｈｅｐｅｏｐｌｅｏｆＢｅｎｇａｌｗｅｒｅｆａｍｏｕｓｆｏｒtheirnavalresourcesfrom
averyearlytimeElephantforceswereequalｌｙｓｔｒｏｎｇ・Ｔｈｅｃｈａｒｉｏｔｄｏｅｓｎｏｔ
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seemtohavebeensowidelypopular･Thereisnofrequentreferencetoitin 
theinscriptions・Thegeneralweaponsusedduringtheｔｉｍｅａｒｅｓｗｏｒｄ,spear，
bowandarrow,javellinetc､RepresentationofarmedwarriorswithvariouS 
weaponsonthePEih証purterracottasgivesomeconclusivｅｅｖｉｄｅｎｃｅｏｆａｒｍｓ
ｉｎｕｓｅｄｕｒｍｇｔｈｅＰ豆ｌａｔｉｍｅ，MercenariesintheP面】aarmywererecruited
frompeoplelivingindistantpartsofthecountry・Sometribalpeoplewere
alsorecruiｔｅｄｔｏｓｅｒｖｅｉｎｔｈｅＰ且ｌａａｒｍｙ・Referencestowar-musicinbattle
field，erectionofvictorypillarscommemoratingmi1itaryvictories，victory 
campsandfortressesarealsoavailableFortunatelyenough,ｗｅｈａｖｅａｔｌｅａｓｔ 
ｓｏｍｅｉｄｅａａｂｏｕｔｔｈｅｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅｏｆｔｈｅＰ豆ｌａａｒｍｙ・Ｉｔｉｓｍｅｎｔｉｏｎｅｄｉｎｔｈｅ
Ｒ丘ｍａｃｈαｒｊｍｍｔｈａｔｔｈｅｇｒａｎｄａｒｍｙｏｆＭａｄａｎａｐ百lawasmaintainedby
cowriesaswageｓａｎｄｏｆｆｅｒｉｎｇｏｆｂｒｅａｄ 
ＡｎｏｔｈｅｒｉｍｐｏｒｔａｎｔｆｅａｔｕｒｅｏｆｔｈｅＰ面lamilitaryadministrationwasthe
partplayedbythebrZihminsinthesphereofpoUtics・Sothepopularbelief
thatthemilitaryprofessionwastheexclusivemoｎｏｐｏｌｙｏｆｔｈｅＫ§atriya 
casteseemstohavenosurebasis・VaidyadevavtheMinisterofKumZrap豆la
andGuravami§ｍ，theMinisterofNZir百yapap目Iａａｒｅｔｗｏｎｏｔａｂｌｅｅｘａｍｐｌｅｓｏｆ
Ｂ魔hminministersduringtheP訂ａｔｉｍｅ・Vaidyadevaiscreditedwithtwo
navalvictoriesfOrhismaster・Guravamisraissaidtohaveattainedsuccess
bothinthesudiesofS百stras(scriptures)ａｓａＢｒ息hminandshowingcourage
andvaIourｉｎｗａｒａｓａＫ§atriya，ThepowerfuIfeudatorychiefSundeｒｔｈｅ 
ＰＨ１ａａｎｄＳｅｎａｋｉｎｇｓｐｏｓｅｓｓｅｄwelI-equippedfightingfbrcesandeven 
sometimeassistedthekingsduｒｍｇｗａｒ、Ｆｏｒｔｕｎａｔｅｌｙ１ｗｅｈａｖｅｌｏｎｇｌｉｓｔｓｏｆ
militaryｏｆｆｉｃｉａｌｓｉｎｔｈｅｅｐｉｇｒａｐｈｓｏｆｔｈｅｔｉｍｅｗｈｏｆｏｒｍｅｄｔｈｅｎｕｃｌｅｕｓｏｆｔｈｅ 
Ｐ百ｌａａｎｄＳｅｎａｋｉｎｇｓ．
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